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１．熱中症警戒アラート（試行）の
実施状況について

2



令和２年の熱中症警戒アラート（試行）の発表状況
・8月07日(金) ３：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月08日(土) ２：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月09日(日) ２：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月10日(月) ７：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月11日(火) ８：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月12日(水) ９：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月13日(木) ７：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月14日(金) ２：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月15日(土) ９：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月16日(日) ９：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月17日(月) ７：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月18日(火) ５：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月19日(水) ０：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月20日(木) ５：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月21日(金) ９：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月22日(土) ２：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月23日(日) ０：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月24日(月) ０：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月25日(火) ０：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月26日(水) ２：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月27日(木) ３：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月28日(金) ５：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月29日(土) ７：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月30日(日) ７：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県
・8月31日(月) ０：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県

※８月７日～31日の状況
・対象全都県発表あり：４日 ・対象全都県発表無し：５日 ・のべ発表都県数：110都県
・各都県の発表日数 ：茨城県 13日、栃木県 12日、群馬県 13日、埼玉県 11日、千葉県 13日、

東京都 16日、神奈川県 17日、山梨県 10日、長野県 5日



令和２年熱中症警戒アラート（試行）の周知の状況

関係省庁からの周知

自治体等からの周知の例（詳細は検証で整理予定）

自治体：
⚫ 防災メールでのお知らせ（東京都足立区・千代田区、埼玉県熊谷市、神奈川県横浜市、等）
⚫ 防災行政無線での呼びかけ（埼玉県熊谷市、千葉県船橋市、等）
⚫ 自治体公式アプリでの呼びかけ（埼玉県、千葉県船橋市、等）
⚫ 自治体ホームページや広報誌を通じた事前の周知（多数）

教育委員会・学校：
⚫ 事務連絡を通じて各学校へアラートが出た際の対応の検討を依頼

（神奈川県教育委員会等）

民間企業：
⚫ 日傘レンタルサービス（アイカサ）がアラートが発表された日の傘のレンタルを無料に

○ 事務連絡を通じた関係団体への周知（消防庁、文部科学省、スポーツ庁、厚生労働省、
農林水産省、国土交通省、環境省）

○ アプリ・SNSを通じた周知（文部科学省LINEアカウント「子供の学び応援」、
農林水産省MAFFアプリ、観光庁Safety tips、環境省LINEアカウント）

令和３年の全国展開に向けてさらなる協力を呼びかける予定



今年７月から、熱中症の危険性が極めて高い暑さが予測される際に
「熱中症警戒アラート」が発表されることになりました。このことをご存知ですか。
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熱中症警戒アラート（試行）に関する第１回一般向けアンケートの速報

アンケート実施方法

方法：Webアンケート
実施時期：令和2年８月14日～8月18日
対象：関東甲信（1都8県）にお住まいの一般男女、各都県170～180人ずつ
回答数：1592人（男性 782・女性 810／15～22歳 512・23～64歳 540・65～89歳 540）
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室内外の温度に気を付けた
暑さに関する情報に気を付けた

体調の変化に気を付けた
空調活用を心がけた

こまめな水分補給を心がけた
涼しい場所での休息を心がけた

涼しい服装／帽子や日傘の利用を心がけた
冷却グッズ等を活用した

激しい活動・運動を控えた
外出・屋外活動を控えた

普段以上に睡眠や食事等の体調管理に気をつけた
家族に注意を促した（遠方含む）

友人等に情報共有した
屋外で人と十分に距離が確保できる場合はマスクを外すようにした

その他
意識して実施したことは特にない

「熱中症警戒アラート」が発表されて、どんな対応を取りましたか。あてはまるものを全てお知らせください。

（複数選択）
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２．熱中症による死亡者の状況について
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令和２年夏の東京23区における熱中症による死亡者の特徴

※８月31日（月）までの東京都監察医務院の速報値187人について

⚫ 約９割は65歳以上の高齢者（166人／186人 ※1名年齢不詳）

⚫ 約９割５分は屋内（178人／187人）

⚫ 屋内で亡くなった方のうち約９割は

クーラーを使用していなかった（159人／178人）

⚫ 約３割は夜間（55人／187人）

高齢者に対して、夜間も含めて、しっかり冷房を使用して
熱中症予防を行うよう積極的な呼びかけが必要

※令和元年６～９月の東京23区の熱中症による死亡者は135人（確定値）（東京都監察医務院より）


